
五
月
二
日

（木

、
開
校
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

）

れ

本
校
卒
業
生
で
医
師
の
赤
塚
正
文
先
生
が

医

、

、
「

療

へ
の
誘
い

（
い
ざ
な
い

」
の
演
題
で
、
後
輩
達

）

に
優
し
く
も
シ
ビ
ア
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。先

生
は
、
先
ず
自
分
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
飾

る
こ
と
な
く
赤
裸
々
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、

先
生
の
意
志
の
強
さ
や
耐
え
る
力
を
直
接
感
じ
取

り
、
当
時
と
今
の
状
況
の
違
い
を
し
っ
か
り
と
認
識

す
る
こ
と
で
、
現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る
自
分
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
フ
レ
ミ
ン
グ
を
取
り
上

げ
な
が
ら
医
学
史
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
医
療
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
生
徒
を
含
め
、
皆
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
チ
ー
ム
医
療
の
大
切
さ
を
訴
え
て
お
ら
れ

た
こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。

最
後
に
後
輩

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
以
下
の
こ

と
ば
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
事
実

（自
分
）
を
確
実
に
認
知
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
弱
点
を
客
観
的
に
把
握
し
、
強
化
す
る
こ
と
。

・
一
所
懸
命
に
地
道
に
勉
強
す
る
こ
と
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
備
え
、
英
語
力
を
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
等
、
熱
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
生
徒
は
、
先
生

へ
の
お
礼
の
言
葉

と
併
せ
て
感
謝
の
思
い
を

「校
歌
斉
唱

（吹
奏
楽

」

部
伴
奏
）
で
表
し
ま
し
た
。
実
の
あ
る
開
校
記
念
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

五
月

一
〇
日

（金

、
交
通
事
故
被
害
者
遺
族

）

で
あ
る
宮
崎
県
国
冨
町
在
住
の
笹
森
義
幸
さ
ん
に

よ
る

「い
の
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

当
時
中
学

一
年
で
あ
っ
た
長
男
郁
也
さ
ん
を
漫

然
運
転
車
両
に
は
ね
飛
ば
さ
れ
亡
く
さ
れ
た
笹
森

さ
ん
の
講
話
は
、
心
を
打
つ
も
の
が
あ
り
、
多
く

の
生
徒
が
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
思
い
出
し
た
く
な
い
過
去
の
出
来

事
を
あ
え
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
勇
気
あ
る
笹
森

さ
ん
に
、
全
生
徒

・
職
員
、
交
通
ル
ー
ル
遵
守
を

誓
い
ま
し
た
。
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第６８号
平成２５年

６月５日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

開
校
記
念
講
演
会
開
催

開
校
記
念
講
演
会
開
催

開
校
記
念
講
演
会
開
催

開
校
記
念
講
演
会
開
催

「「「「医
療
医
療
医
療
医
療
へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
誘誘誘誘
いいいい

（（（（い
ざ
な
い

い
ざ
な
い

い
ざ
な
い

い
ざ
な
い

」」」」
））））

講
師

赤
塚

正
文

先
生

講
師

赤
塚

正
文

先
生

講
師

赤
塚

正
文

先
生

講
師

赤
塚

正
文

先
生

（（（（本
校

昭
和
五

本
校

昭
和
五

本
校

昭
和
五

本
校

昭
和
五
〇〇〇〇
年
卒

枚
方
市
民
病
院
副
院
長

年
卒

枚
方
市
民
病
院
副
院
長

年
卒

枚
方
市
民
病
院
副
院
長

年
卒

枚
方
市
民
病
院
副
院
長
））））先輩から熱きメッセージ先輩から熱きメッセージ先輩から熱きメッセージ先輩から熱きメッセージ

六
・七
月
の
主
な
行
事
予
定

【

】

六
月

水
無
月

三
日

（月
）
授
業
相
互
公
開
週
間

[

～
七
日]

五
日

（水
）
中
高
連
絡
会

八
日

（土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試

（三
年
）

九
日

（日
）

〃

一
〇
日

（月
）
第

一
回
教
育
相
談

[

～
二

一
日]

一
三
日

（木
）
性
に
関
す
る
講
演
会

（二
年
）

一
四
日

（金
）
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
進
路
講
演
会

文
理
選
択
適
性
検
査

（
一
年
）

一
五
日

（土
）
三
星
道
場
③

一
八
日

（火
）
生
徒
会
立
会
演
説
会

一
九
日

（水
）
単
車
実
技
講
習
会

（三
年
）

二

一
日

（金
）
性
に
関
す
る
講
演
会

（
一
年
）

二
八
日

（金
）
小
論
文
模
試

（三
年
）

二
九
日

（土
）
三
星
道
場
④

【

】

七
月

文

月

一
日

（月
）
期
末
考
査[

～
四
日]

四
日

（木
）
防
災
訓
練

奉
仕
作
業

（二
年
）

六
日

（土
）
進
研
記
述
模
試

（全
学
年
）

七
日

（日
）
進
研
記
述
模
試

（三
年
）

一
一
日

（木
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

【午
後
】

一
二
日

（金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

【終
日
】

一
九
日

（金
）
終
業
式

朝
課
外
終
了

二
二
日

（月
）
前
期
夏
季
課
外
開
始

家
庭
訪
問[

一
年]

三
者
面
談[

二

・
三
年]

二
七
日

（土
）
全
統
マ
ー
ク
模
試

（三
年
）

二
八
日

（日
）

〃

三

一
日

（水
）
前
期
夏
季
課
外
終
了

（
一
・
二
年
）

※

都
合
に
よ
り
変
更

・
追
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

下大園生徒会長お礼のことば下大園生徒会長お礼のことば下大園生徒会長お礼のことば下大園生徒会長お礼のことば

「「「「
い
の
ち
の

い
の
ち
の

い
の
ち
の

い
の
ち
の
大
切
大
切
大
切
大
切
さ
を
さ
を
さ
を
さ
を

学学学学
ぶぶぶぶ
教
室
教
室
教
室
教
室
」」」」
開
催
開
催
開
催
開
催息子の分まで生きて！息子の分まで生きて！息子の分まで生きて！息子の分まで生きて！命を大切にします！命を大切にします！命を大切にします！命を大切にします！



四
月
二
四
日

（水
）
か
ら
二
六
日

（金
）
ま
で
の
三
日
間
、
国
立
大

隅
少
年
自
然
の
家
で
、

一
年
生
の

「

」

。

宿
泊
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
行
事
は
、
集
団
宿
泊
生
活
を

通
し
て
、
生
徒
相
互
及
び
生
徒
と

教
師
間
の
親
睦
を
図
り
、
学
習
意

欲
の
向
上
と
宅
習
の
習
慣
化
等
、

真
の
三
星
健
児
を
育
成
す
る
た
め

に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
徒

・
教
師
が

一
体
と
な

っ
て

学
力
向
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
自
学
自
習
す
る
態
度
や
、
知

・

徳

・
体
調
和
の
と
れ
た
人
間
と
な

る
た
め
の
様
々
な
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

全
日
程
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
六
八
期
生
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

四
月
二
六
日

（金

、
二

・
三
年
生
の

一
日
遠
足

）

が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

・
教
師
の
思
い
が
通
じ
た
の

か
、
絶
好
の
遠
足
日
和
と
な
り
ま

し
た
。

二
年
生
は
、
晴
天
の
下
、
か
の

や
ば
ら
園
ま
で
の
遠
足
を
満
喫
し

ま
し
た
。
公
園
で
は
ク
ラ
ス
単
位、

で
長
縄
跳
び
や
球
技
等
を
楽
し
み

学
年

・
学
級
の
和
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
鹿
屋
高
校
伝
統
の
高
隈
山
登
山
に
果

敢
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
空
模
様
が
打

っ

て
変
わ
っ
て
好
天
と
な
り
、
最
高
の
登
山
日
和
と
な

り
ま
し
た
。
山
頂
ま
で
の
道
の
り
は
、
予
想
以
上
に

き
び
し
く
、
気
力

・
体
力
と
も
に
根
尽
き
る
ほ
ど
で

し
た
が
、
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
、
ほ
ぼ
全
員
が
登

。

、

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
の
経
験
を
生
か
し

団
体
戦
で
あ
る
受
験
に
向
け
て
更
に
精
進
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

五
月

一
六
日

（木

、
平
成
二
五
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

）

会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
方
針

・
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
役
員
選
出
が
あ
り
、

新
会
長
の
床
次
広
有
さ
ん
他
、
新
役
員
が
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
二
二
日

（水
）
の
追
加
集
会
も
含
め

て
、
最
終
出
会
率
は
、
昨
年
度
を
約
二
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
、
九
三
．
三
％
で
し
た
。
会
員
の
方
々
の
御
協

力

・
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
敬
称
略

〈〈〈〈新
役
員

新
役
員

新
役
員

新
役
員
〉〉〉〉

執
行
部会

長

床

次

広

有

副
会
長

下
小
野
田

隆

山

下

雄

喜

市

來

武

己

上
谷
田

浩

幸

船

迫

範

子

新

保

千
登
勢

各
部
部
長

進
路
部

西
小
野

貴

子

生
指
部

宮

原

孝

一

研
修
部

久
木
田

祐

子

厚
保
部

久
保
園

修

一

広
報
部

市

來

理
恵
子

学
年
委
員
長

一
年

岩

元

敏

昭

二
年

竹
之
下

記

與

三
年

安

樂

克

美

ＰＴＡ新役員決定！
平成２５年度活動方針採択

三星の風 第６８号平成25年６月５日

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
紹
介

本
年
度
も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
原

則
月
二
回
来
校
し
ま
す
。
相
談
対
象
は
、
生
徒

・

保
護
者
等
で
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

岡
本

眞
理
子

先
生

○
六

・
七
月
の
相
談
日
時

六
月
二
四
日

（月
）

七
月

九
日

（火
）

七
月
二
三
日

（火
）

八
月
二
〇
日

（火
）

一
三
時
～

一
七
時
）

（い
ず
れ
も

○
相
談
内
容

学
習
面

・
生
活
面

・
健
康
面

・
対
人
関
係

・

自
分
の
こ
と

・
進
路
関
係

・
家
庭
生
活
等

○
相
談
希
望
の
方
は
、
学
級
担
任
又
は
保
健
室

ま
で
、
気
軽
に
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

真真真真のののの三星三星三星三星マイスターにマイスターにマイスターにマイスターに！！！！
１１１１年生年生年生年生 「「「「宿泊学習宿泊学習宿泊学習宿泊学習」（」（」（」（大隅青少年自然大隅青少年自然大隅青少年自然大隅青少年自然のののの家家家家））））

欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て

（お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席

・
遅
刻
す
る
場
合
は
、
必

ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
で

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場

・
模
試

開
始
前
ま
で

学年学年学年学年・・・・学級学級学級学級のののの和和和和！！！！
２２２２・・・・３３３３年生 絶好年生 絶好年生 絶好年生 絶好のののの一日遠足日和一日遠足日和一日遠足日和一日遠足日和

失敗の積み重ねが成功・・？失敗の積み重ねが成功・・？失敗の積み重ねが成功・・？失敗の積み重ねが成功・・？

Congratulations!
女子ソフトテニス女子ソフトテニス女子ソフトテニス女子ソフトテニス

初のベスト４進出初のベスト４進出初のベスト４進出初のベスト４進出
先日行われた県高校総体ソフトテニス

， 。の部で 見事ベスト４に進出しました

部員１５人全員で切磋琢磨し，試合で

負けては顧問の先生と敗因を突き詰め

て修正し，積み重ねた力が最後の大会

で見事に開花しました 「力を出し切っ。

た。最高の経験をし，部員・顧問そし

て保護者の方々に感謝したい 」と主将。

の 山下 綾（大崎中出身）さんは，

晴れやかにコメントしました。


